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1.序論

サポニンによるお茶の泡立ちを利用
サポニンとは？
• 泡立つ
• 抗菌作用

〈目的〉
泡立ち・洗浄能力が高く、
肌に優しい石鹸を作る。

2.実験A,B

お茶の種類によって泡の体積の変化はある
か？

市販の泡だて器を用いて3.5cm上まで持ち上
げ、1分間に120回プッシュをした。

出来た泡の容器内の高さ(A)と体積(B)を測
定した。
Bは、時間が経つと泡が水になることを利用し
て求めた。

3.結果A,B

4.結果A、結果Bより

1cmの泡を作った水の量を求めた。

〔 泡の体積÷泡の高さ 〕

値が大きい ＝ きめ細やかな泡

5.考察

• 緑茶は他のお茶より多く
サポニンを含んでいるのではないか

• 抹茶はきめ細やかな泡なのではないか

良い石鹸を作るためには、
緑茶か抹茶を使うとよい。

6.今後の展望

条件を変えて、今回の実験A,Bを行う。
汚れの落ち具合、抗菌作用を調べる。

鹸化価を調べ、より肌に優しい石鹸を作る。

7.参考文献
【図書】

桑原秀樹 『お抹茶のすべて』 誠文堂新光社 2015
年

【インターネット】

「ハンドメイドと手作り情報サイト アトリエ」
『お茶石けん』

https://atelier-
handmade.com/creation/7139.html 2021年

11月13日

(cm)

(ml)

https://atelier-handmade.com/creation/7139.html

